
令和８年１０月１日 

なのはな農業協同組合 

富山県富山農林振興センター 

本年は、６月以降は黒星病の発生が少なかったもの

の、８～９月の降水量が多いため、秋型病斑葉（写真

１）の発生が懸念されます。 

秋型病斑葉は、翌春の重要な伝染源となることに加

え、もうひとつの伝染源である芽基部病斑の発生も助

長します。 

つきましては、来年の黒星病の発生を防止するため､

秋季防除や落葉処理の徹底をお願いします。 

  （※19回目以降の秋季防除と落葉処理については、 

  第９号でお知らせします） 

 

１ これからの防除について 

黒星病秋型病斑葉及び来年の芽基部病斑の発生防止のための重要な防除です！ 

【注意事項】 

※10/9～10に防除できなかった場合は、農林振興センターへご相談ください！ 

※オーソサイド水和剤 80散布後は、３日間（72時間）収穫できません。「新高」や「新興」等、周囲

の収穫園にも十分気を配りましょう（万が一、散布後 72 時間以内に収穫してしまった場合は、果

実を廃棄してください）。 

 

◎本年も、下記のとおり病虫害対策研修会を開催します。ぜひ、ご参加ください！ 
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これからの梨の栽培管理について（第８号） 

ハマキムシ類、シンクイムシ類の発生が多い園地では、翌年への越冬虫密度の低下

を図るため、サムコルフロアブル 10 （5,000倍、収穫前日まで、年３回以内） 

を加用してください。 

<日 時> 令和８年１０月１７日（土） 

第１部１３：００～１４：３０（追分・吉作・東老田・中老田地区生産者対象） 

第２部１５：００～１６：３０（住吉・花ノ木・南部・射水地区生産者対象） 

※第１部、２部とも同様の内容です。 

<場 所> 多目的研修梨会館 

<内 容>  

①本年度の黒星病及び害虫の発生状況と次年度対策について 

②天敵を利用したハダニ類総合防除試験及び先進地事例報告 

←写真２ 芽の鱗片生組織 

（病斑葉から菌が流れ込み、

翌年の芽基部病斑になる） 

↑写真１黒星病秋型病斑 

（薄墨色の黒い斑点） 

問合せ先：富山農林振興センター 舟橋：TEL  444-4523 


